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高
知
県
で
行
わ
れ
た
「
南
海
地
震
に

備
え
よ
う
！
」
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
標
語

コ
ン
ク
ー
ル
で
、
黒
潮
町
の
５
人
が
受

賞
し
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
子
ど
も
た
ち

の
防
災
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を
目
的

と
し
て
、
県
内
の
小
中
学
校
お
よ
び
特

別
支
援
学
校
の
児
童
を
対
象
に
「
南
海

ト
ラ
フ
地
震
へ
の
備
え
」を
テ
ー
マ
に
、

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
を
募
集
し
開
催
し
て

い
ま
す
。
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と
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つ
な
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の
あ
と
　
水
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ひ
い
て
も

　
ま
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ち
ゅ
う
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災
害
や
防
災
対
策
に
つ
い
て
一
定
の

知
識
と
技
術
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る
『
地

域
の
防
災
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
』
が
、

昨
年

１２
月

１０
日
か
ら
全
３
講
座
行
わ
れ
、

今
年
度
は
５
人
が
全
過
程
を
修
了
し
、

地
域
防
災
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
町
の
認

定
を
受
け
ま
し
た
。

　
第
１
講
座
で
は
、
高
知
地
方
気
象
台

の
榎
本
防
災
気
象
官
と
山
内
地
震
津
波

防
災
官
を
講
師
に
迎
え
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
の
仕
組
み
や
、
日
頃
起
こ
り
や
す

い
台
風
、
大
雨
と
い
っ
た
風
水
害
な
ど

に
つ
い
て
の
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
２
講
座
は
、
普
通
救
命
講
習
と
し

て
、
黒
潮
消
防
署
員
か
ら
救
命
に
関
す

る
知
識
と
技
能
を
身
に
付
け
行
動
で
き

る
よ
う
、
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操

作
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
３
講
座
で
は
、
兵
庫
県
淡

路
島
の
淡
路
市
で
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
を
実
際
に
経
験
し
た
野
島
断
層
保
存

館
・
副
館
長
の
米
山
正
幸
さ
ん
が
講
師

を
務
め
ま
し
た
。
被
災
し
た
直
後
の
災

害
活
動
や
、
日
頃
の
地
域
の
繋
が
り
の

大
切
さ
な
ど
、
今
後
の
備
え
に
つ
い
て

話
を
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
、
実
技
講
習

と
し
て
、
日
本
防
災
士
会
高
知
支
部
の

土
居
清
彦
さ
ん
か
ら
、
搬
送
方
法
や
ロ

ー
プ
ワ
ー
ク
、
身
の
回
り
に
あ
る
物
の

利
用
法
な
ど
実
践
的
な
技
術
を
学
び
ま

し
た
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
、
様
々
な
被

害
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
一
人
ひ
と
り

の
備
え
が
大
き
な
効
果
を
生
み
、
備
え

る
人
が
増
え
る
こ
と
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
社
会
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
も
同
講
座
の
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
今
回
参
加
で
き
な
か
っ

た
人
も
次
の
機
会
に
参
加
し
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
を
一
緒
に
目
指
し
ま

し
ょ
う
。
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